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平成十一年七月十日(土)､福井県敦賀市民文化センターで大会は開催されました｡八

十六歳の年齢を感じさせない近藤先生は､会場に来られた三百余名の方々に｡短歌は詩であり志である｣と､やさし- 'しかし力強-話しかけられました｡
*短歌は抒情詩

今年八十六歳になりました｡十代の終わ

りから歌を作ってまいりましたよね｡もう六十年ないし､七十年､歌を作っているということですよね｡旧制中学･旧制高校にかけて広島に住んでいまして､旧制中学校の先生に導かれ短歌を作りだしました｡｢アララギ｣という結社の一会員になりましたが､ちょうど広島の郊外に中村憲吉という｢アララギ｣　の同人がいまして､病気療養

してらっしやった｡会いに行きましたのか昭和七年､それからずっと歌を作ってまいってます｡

皆さん短歌の作者ですから､短歌一首ど
うやって作ればいいんだろうということに頭を悩ましていらっしゃるんじゃないかと思うんです｡そういった方を前にしてお話することは､結局どのように短歌を作ればいいか､短歌､作品一首どのように作ればいいかということを､私の体験の上からお話しょうと思っているんです｡

もっとも'どのように短歌を作ればいい

かというのは､これがわかれば一番いいんでして'私もいまだに短歌一首作るのに苦労してまして､この歌を作ったらこれから先もうできないんじゃないかというような時が始終です｡まず第一に申し上げたいことは'当然のことですけど､私は短歌が抒情詩であるということをもういっぺんお考えになったほうがいいんじゃないかと思うんです｡

まず私たちが知らなきやいけないことは､

短歌というのは詩の一つの形式だということですよね｡だから､皆さんは短歌を作ろうとされることは詩を作ろうとされていることですよね｡詩の中の抒情詩を作ろうとされている｡一番当たり前のことを､皆さんは一番最初に認識しなきやならないということと､それから､それを忘れて短歌を作ってはいけないということですよね｡短歌は抒情詩ですから､韻文の世界です｡散文とどう違うかを､辞書はなんと解説してるかといいますとへ　言葉を媒体として物事を叙述する世界､これが散文だと説明しておるんですよね｡それに対しまして､言葉
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を媒体として物事を表現する世界､これが韻文だと説明している辞書があります｡

叙述と表現とどう違うかとい､つことなん

ですが､どういったことが表現をんだろうと考えてみるといい｡ちょうどこの日本海側に､敦賀にまいりました｡ここからは見えませんけど､もう少し北へ行きますと日本海の向こうに佐波島がある｡芭蕉の有名な俳句がありますよね｡

荒海や佐渡に横たふ天の川十七文字の中で歌われてるものは荒海で

あり､佐渡であり､天の川である｡それを提示していますね｡作者はそこで何も言っていません｡つまり叙述はしていません｡
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しかし'提示し､そのことによってひとつの世界を歌い出し､ひとつの日給心､感情の世界を表現している｡セザンヌなんかの林檎の絵がある｡誰も､その林檎の絵を八百屋さんの看板とは思わないですよね｡それとは違ったものを受け取りますよね｡ちょうど表現というのはそのようなもんじゃないかと｡その上に純粋にのっかってるのが日本の詩歌ではないかと思うんです｡*凝視

われわれ短歌を作るとき､どう作るかと

いうことなんですがね｡なにか詠いたいものがあるとしますよね｡抒情詩としてそれを表現しなければならない｡それを実際はどういうふうにするか､普通それは何かに託して詠います｡山とか川とか､それから花とかに託して詠います｡一応そうしましょう｡そのときに短歌を作り出す最初に教えられることがあります｡私たちは最初にそのことを教えられて短歌を作り出しました｡それは三つの段階を通ってい-もんだと教えられてきました｡

まず､最初にあるものは詠うべきもので

す｡これから詠おうとするもの､まずそれに向き合います｡そしてまず第一に必要なことは｢凝視｣だということを教えられました｡

じっと見つめよ｡詠いたいものを見つめ

よ｡桜は咲いています｡じっと見つめよということを教えられました｡短歌を初心者として作り出したころ､私たちが周囲から教えられたことです｡じっと見つめよということでした｡歌を作り出した頃です｡一緒に作り出した仲間たちが歌会なんかで自慢してるんですよ｡私はこの歌を作るために三時間､沼の前で座っていたんだよって言っている｡ある一人の人は､僕はこの歌を作るために何百円かの金を使って来たんだよって言います｡どっかに旅行してそこに行ってじっとものを見てきたと｡桜を見て来たり､海を見て来たり､山を見て来て､そして作ったんだよって言ってましたけど､長い時間をかけてじっと詠うものを見つめよということをまず教えられました｡｢凝視｣というのは必ずしも時間をかけることではないんですよね｡しかし'やはり､心を集中してこれから詠もうとするものを
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じっと肉眼と同時に心の日で見つめることが第一ですよね｡サーッと見て作れるもんじゃないんですよね｡そのことが第一です｡*把握

じっとものを見てい-だけで歌ができる

かというとできないですよ｡どうするかというと､まず｢凝視｣　の次に-るものは今度は｢把握｣という言葉です｡｢把握｣ということを言いますね｡捉えよということを言います｡じゃあ､｢凝視｣したもの､桜の花がある'替薇の花がある､じっと見つめている｡その中から｢把握｣したものって､何であろうと｡何を｢把握｣すればいいんだろう｡何をつかまえ出せばいいんだろうということなんですよね｡*無-てかなわぬもの
これに対して､斎藤茂吉という歌人がい

ます｡斎藤茂吉のことをここで言わなくてもいいと思いますけど､やはり､近代を代表する歌人ですよね｡この人の初期の歌論集があります｡『短歌写生の説』という､若いころ書かれた歌論集があります｡私も短

歌を作り出して初めのころ､その歌論集を読んだことがあります｡

斎藤茂吉は､しきりに　｢写生｣なんてい

うことを言ってらっしゃいます｡その中でその　｢写生｣という文学論､斎藤茂吉が独特に展開されていますけど､その中で｢無-てかなわぬもの｣という言葉を書いてらっしゃいます｡｢凝視｣した対象の中に必ず｢無-てかなわぬもの｣　がある､そういうことを言われています｡｢無-てかなわぬもの｣というのは､これは古い､文語体の聖書のご-初期のころの翻訳されてる言葉なんだそうです｡多分'斎藤茂吉は中国からなにかで翻訳された聖書を和訳されたものから発見された言葉だと思うんです｡｢無-てかなわぬもの｣という言葉をなんか読んで発見しまして､｢これこれ｣と思ったらしいんですよね｡必ず対象の中には　｢無-てかなわぬもの｣　がある｡それを表現せよということなんですよね｡これが短歌を作る一番基本だと言あれてるんです｡

で､｢凝視｣と｢把握｣と､それをさっと

す-い上げて言葉としてい-と､表現です

よね､それも非常に余分なものまで-つついてきます｡｢把握｣したもんだから､当然､いろんな､余分なものと一緒に､こう
一緒にす-い上げてきます｡｢無-てかなわぬ｣と思って掴みだしても余分なものがあります｡今度はそれを洗いなおしてい-ことですよね､捨て去ってい-ことです｡捨て去っていって一番純粋を｢無-てかなわぬもの｣　である形にもってい-こと｡これが表現ですよね｡｢無-てかなわぬもの｣という言葉は斎藤残害が使ってらっしゃいますけど､私は､あるいはそれをちょうど東洋医学であるツポという言葉で言ってもいいし､あるいは

一つの節のようなもんかもしれない､結節かもしれない｡ある一点を押さえて､そこからサーッとひとつの世界が広がっていくものが必ず対象の中にあると｡それを私たちは探し出し､発見し､発見したものを表現してい-と｡これが短歌を作る一番基本になる道筋じゃないかと思ってる｡で､短歌を作り出したら最初にそのことを教えられる必要があるし､そのことをなんらかの形で知って短歌を作っていかないと､ただ
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三十一文字の言葉を並べただけの'表現ではない､純粋のお話の歌になってい-んじゃないかと私は思うんですかね｡

私たち短歌を作るときにその三つの段階

を一瞬のうちにほとんど､三つの段階と言いましたけど､ほとんどその三つの段階を一瞬のうちにしてい-ことが短歌を作ることではないかと私は思ってるんですかぬ｡*茂吉の歌の場合

空論になってい-んで､例を申し上げま

しょう｡私､中国のほうに旅行しました｡中国の､昔､満州といった東北地方に旅行しました｡満州事変　(一九三一年)　が終わって何年になりますかね｡ずいぶん経ってい-んです｡その満州事変がわれわれの生きてきた近代史の原点だと私は思ってるんですが､その満州事変が始まる直前に'斎藤茂吉が同じように満州に旅行されているんです｡

当時ですから鉄道ですよね｡長い旅行さ

れましてへ　このごろのような旅行と違いますよね｡飛行機で行-のと違いますよね｡長い旅行されまして'最後に満州から北京

へ行かれたんですが､そこで旅行を終えられたんです｡多分静かな中国ですけど､やがて来る満州事変に続-戦争の時代を前にしていた､一種の緊張感､あるいは､そういった事件の予感をたたえていた静かを北京だったと思う｡

そこに行かれまして､そして'日本に帰

られるんですよぬ｡同じように鉄道に乗って'満州鉄道に乗り､朝鮮の鉄道に乗ってあるいは敦賀から帰られて-るんでしょう｡その旅行の最後ですよね､北京の駅を発た
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れてこれから日本に帰ろうという列車の中です｡多分斎藤茂吉は車窓からずっと外を見ていたんでしょう｡こういった歌を作ってらっしゃいます｡

はふひ

畑中に人を葬るさまが見ゆ馬ひとつ其処に住み居りてこういった旅行詠を作ってらっしゃいま
す｡おそら-この歌を皆さんあまりご存じないでしょうし､いわゆる斎藤茂吉の代表的な名歌とはされていないんですよぬ｡まだ､ほかにい-らでもいわゆる名歌とされてる歌がありますが｡ただ､これをお話するのにたいへん都合がいいと思うんで､私はいつも例にするんですかね｡

北京を出ますとずっと華北の平原が続き

ます｡その先に万里の長城がある山々が続いて､山海関という関所があって､それを越えたら向こうは満州ですよね｡その平原を､平原がずっと車窓に写ってるんでしょう｡何かの畑､麦畑かあるいはキビ畑か､それがずっと続いているんです｡

畑中です｡あるいは､もう夕暮れかもし

れない｡ふと見ていると､その広い荒涼とした畑の続-平原の中にお葬式が見えて-
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るんですよね｡農民たちのお葬式が見えてるんです｡中国のお葬式というのは土葬ですよね｡土葬するところまで馬車に棺を乗せていきます｡棺のまわりにはいっぱいいろんなもの飾ってありますよね｡紙で作ったもの､花だとか御殿だとか'あるいは紙幣を飾りますよ｡紙で飾り立てた棺がおそら-馬に引かれて土葬の場所まで連れて行かれるんでしょう｡土葬の場所もこう広い平原の真ん中ですよね｡人を土の中に埋めます｡そして､棺と一緒に運んで来た紙で作った御殿､紙で作った紙幣はその場で燃やされます｡火をつけて燃やされるんです｡

そういったお葬式の様子が車窓から見え

てるんですよね｡｢畑中に人を葬るさまが見ゆ｣｡そこまではわれわれも詠えるかもしれないですよね｡長い農民の生涯を終えてこれから土に帰してい-お葬式のサマですけど､詠えますよね｡

｢馬ひとつ其処に停み居りて｣と詠える

かというとむつかしいですね｡ふと気がつきますと'お葬式が行われてる少し離れたところで､その棺を運んできた馬車でしょうか｡馬が忘れられたように立っているん

ですよね｡果然として立ってるんです｡そして､馬は馬で草かなんか食べてるんでしょう｡｢馬ひとつ其処に停み居りて｣というのか､この場合｢把握｣であり､この場合'｢無-てかなわぬもの｣　ではないかと私は思っている｡

そのことによってその情景の持つ雰囲気'

あるいは作者の感傷が-つきりとして描かれてきます｡それがなければただの描写ですよね｡これによってその世界が浮き上がってい-んじゃないかと思って､これが｢把握｣ではないか'これが｢無-てかなわぬもの｣ではないかと私は思っている｡
いずれにしろ｢把握｣であり､｢無-てか

なれぬもの｣が何であるかということを私は申し上げようと斎藤茂吉の例を引いたんですが､もっと晩年のがありますよ｡晩年の歌がいいかもしれないね｡これは皆さんご存じでしょう｡

最上川の上空にして残れるはいまだうつ-しき虹の断片これは名歌ですよね｡斎藤茂吉が晩年疎
開先で病み､敗戦を迎えます｡多分､斎藤茂吉は最後まで日本の勝利を信じていたし

願ってもいたんでしょうけど､無惨な形で日本が敗れます｡そして､茂吉自身は病み､疎開先の孤独の生活に入ってい-｡最上川の近所の大石田というところですよね｡｢最上川の上空にして残れるはいまだうつ-しき虹の断片｣という虹の一片が残っている､まだ美しきを保っている虹の断片が残っている｡斎藤茂吉は何も言ってませんよね､茂吉が自分がどんなに孤独であると､どんなに寂しいかと言ってません｡叙述はしていません｡最上川の川上に残ってる一片の虹だけ､｢凝視L L､｢把握L L､表現してますよね｡ただ､さっきの歌は馬である｡今度の歌は虹である｡
多分､私が｢アララギ｣　に入ったころに

｢アララギ｣　に載った歌があります｡こんな歌です｡
コスモポリイはさもあらはあれ心燃えてただ

垂に一団を憂ふる者ぞ

｢コスモポリィ｣というのは国際主義ですよね｡そこには虹もなければ馬もいませんよね｡コスモポリィという､ひとつの思想の世界と'それは｢さもあらはあれ心燃え
*J(A'

て垂に一国を憂ふる者ぞ｣という'自分の
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心の中のことですよね｡戦争の歌ですよ｡満州事変から続いてい-戦争の歌ですよ｡戦争の中の歌でしょう｡詠っているものは虹でもなければ馬でもない｡自分の心の中にある､考えである､思いである｡しかし､それさえ客観的な対象でしょう｡自分の心の中だって同じですよ｡あるいは､こころの中にある思想だって同じことでしょう｡同じようにこれを｢凝視L L､｢把握L L､表現してい-という意味では同じだと｡斎藤茂吉はこれを｢写生｣と言っていました

蛋. 
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けど｡*　｢詩｣は｢志｣なり

それで､ぼつぼつもう結論にいかなきゃ

いけないんですけど､もういっぺん詩ということに帰りましょう｡われわれは詩を作ってると言いましたよね｡われあれはお互いに詩人であることを志さなぎやいけないということですよ｡

詩というのは何だろうかというんですよ

ね｡中国の思想があるんです｡中国の言葉にこういったことがあります｡｢詩は志なり｣と｡詩はポエジーですよぬ｡詩なりというその詩は今度は志です｡中国の詩の考えの一番根本にあるんですよね｡日本に､詩は志であるという言い方はほとんど伝統的になかった｡あるいは､伝統的にあったけど､それは継承されなかったようだ｡しかし､詩が志である｡何かの心の表現であり､心の向こうのほうの表現であるという思想が根本的に日本の詩歌の伝統の中で欠落しているんじゃないかと時々思うことがあるんです｡私たちはもう日本だけで生きているわけではないし'もっと大きい世界

の中で生きている｡世界の中に生きていますよね｡世界の歴史の中で生きている｡その中で志を述べるのは何なのでしょう｡何を詠えはいいのか､花を詠い､山を詠い､海を詠い､恋だけを詠っただけでいいのか｡それしかないのか｡まだまだ詠うことがあるんじゃないか'しなきゃならないことがあるんじゃないか｡

矯歌は行き詰まっていると言われますけ

ど､まだまだそういったことは未開拓､残ってんじゃないかと思いまして､私はこの年までまだ歌を作っていますがへ　今日皆さんにお話したいのは､短歌一首どのように作るがという一番基本のことを､一番最初に知って歌を作らなきやいけないということをお話したかったのです｡詩であるために何が足りないか､詩とは何であるかということを時々思ってもいいんじゃないかと思うんですよね｡つまらない話をしましたけど､こういったことを申し上げまして今日の話を終えます｡(拍手)
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